子供の話　イースター　「イエス様の復活」（エマオ編）　2007年4月8日　家族礼拝
1． ある日、エマオという村にむかって、イエス様のお弟子さん２人が歩いていました。

でも、何だかうつむいて、トボトボと歩いていますね。どうしたのかな？

2． 弟子１「どうしたもこうしたもないよ。これが落ち込まずにいられるか！ だって、私たちの大切な大切な
イエス様が死んでしまったんだ･･･。」

　
　　弟子２「そうだよ、こんなに悲しいことはない･･･。これから俺たちは、どうやって生きていったらいいんだよ･･･。
でも不思議なことは、十字架で死なれたはずのイエス様なのに、お墓に行ったら空っぽなんだよ。
いったい、これはどういうことなんだ？」

　　弟子１「誰かが盗んだんじゃないのか？」

　　弟子２「そんなことはないだろう。だって、誰が盗むっていうんだよ。」

　　弟子１「じゃあ、お墓が空っぽっていうことは、いったいどういうことなんだよ！？」

　そう、実はこの出来事は、イエス様が十字架にかかって死なれたその三日目のことだったのです。
だから、この二人の弟子たちは、しょんぼりしていたんですね。そして二人で十字架のこと、空っぽのお墓の
ことを、あ～でもない、こ～でもないと、話しをしていた時のことです・・・

3． そこに、一人の人が現れました。その人は、白い服を着ていて、何だか懐かしい、そしてとっても大好きな人の
　　ような、そんな感じがします。でも、二人にはそれが誰だかわかりません。みんなには、わかるよね？

　　二人は、あんまりにも悲しみが大きかったので、復活のことなんて考えることが出来なかったんです。
だから、このお方がいったい誰なのか、わかりませんでした。

白い服の人「君たち、何か熱心に話し合っているみたいだけど、いったいどうしたんだい？」

弟子　１　「どうしたもこうしたも、あなたは何も知らないんですか？ 私たちのイエス様が死んでしまったん
ですよ･･･ 」

弟子　２　「そうですよ、だから私たちは悲しんでいるんです･･･。 まさか、あなたはイエス様が十字架にかかって死なれたことを知らないんですか？ ところがそのお墓が空っぽなんです。お墓に行った人たちによると、天使が現れて『イエス様は生きている』って言ったっていうんですけど、いったい何を信じてよいやら･･･」
4． そこでこの白い服を着た人は、聖書をていねいにお話しされました。そう、イエス様の十字架の意味、そして
復活の勝利について、熱心に教えてくださったんです。

もうすっかり夕暮れになってしまいましたが、時間の経つのを忘れるほどに、それは素晴らしい教えでした。
5． この白い服を着た人のお話を、二人の弟子たちはもっともっと聞いていたいと思いました。だから弟子たちは、
自分たちが泊まる場所に来てもらいました。そして、夜になっても、ずっとずっと聖書のお話を聞いていました。

6． こうしてイエス様がパンととり、祝福のお祈りをして、二人に渡したその時！
7． 　弟子１「あっ、あなたはイエス様！ そう、イエス様～！！」

　ようやく二人が気付いたその瞬間、イエス様の姿は見えなくなってしまいました・・・。
8． その時２人が言った言葉が、聖書に書いてあります。

　「あの方が歩きながら語りかけてくださった時も、聖書のことばを説明してくださった時も、不思議なほど心が燃えた」ルカ２４：３２

9． こうして二人は、イエス様の復活を確信しました。そしてその後、彼らは命をかけてイエス様のことを、
全世界に伝えようとしたのです。
そして今、私たちはイエス様のこと、聖書のことを知るようになりました。

あの弟子たちがお会いしたイエス様は、今も生きておられます。そして天国で、私たちを見守っていてくださる
んですね。
私たちもイエス様の十字架と復活を信じて、これからも歩んでいきましょう！　　おしまい
